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1. 研究活動 

 細胞には細胞骨格が備わっており、なかでもアクチンフィラメントは筋収縮、
細胞遊走、細胞分裂、小胞輸送、シグナル伝達など、様々な細胞の生態活動に重
要な役割を果たしています。このアクチンフィラメントは G-actin の重合体であ
り、その重合、解離を制御する因子の一つに Rho-GTPase があります。この Rho-

GTPase の動態を研究することが、アクチンの動態を研究することに、ひいては細
胞遊走などの細胞の活動の理解につながると考えられています。 
 
 Rho GTPases の多くは、GTP 結合型活性構造と GDP 結合型不活性構造の間をルー
プし、エフェクター蛋白質を活性化して細胞応答を引き起こす機能を制御してい
ます。しかし、Rho GTPases は、GTP-GDP サイクルに加えて、翻訳後修飾や特異的
なタンパク質複合体の形成によっても制御されていることが明らかになりまし
た。そのような Rho GTPases の標準的な制御因子である Guanine nucleotide 
exchange factors (GEFs), GTPase-activating proteins (GAPs), guanine nucleotide 
dissociation inhibitors (GDIs)は、Rho GTPases の時空間的な活性化を正確に決定する
複雑な相互作用のネットワークを形成しています。(図 1) 

 



Denis 先生の研究室では、先に述べた物質間のネットワークを数理モデルで表し、
方程式を解くことで、細胞のダイナミクスを制御する Rho-GTPase の制御を理解す
るための数理的プラットフォームとしての反応拡散モデルを作成しています。こ
のプロジェクトはドライな研究を行う Denis 先生のラボと、ウェットな実験を行え
るラボとの共同研究であり、作成しているモデルは、ウェットな実験で実際に確
認された Rho-GTPase の動態を再現することが求められています。私は一つの細胞
全体をシミュレーションするモデルの一部分である、突出部 (protrusion edge) での
Rho-GTPase の動態のシュミレーション、解析を行いました。 

 将来的には、がんの転移、異常な胚発生、病的な血管新生などといった病気で
の細胞遊走をコントロールする方法の理解につながると期待されます。 
 

2. 研究室の様子 

私は日本でいくつかのラボを見学、出入りしたことがありましたが、今回お世話
になった Denis 先生のラボはそのどれとも様子が違っていました。まず、メンバー
が PI, PhD の学生が二人、学部生が一人の 4 人しかいませんでした。また、出身国
がメンターの PhD の学生がベラルーシ、PI ともう一人の PhD の学生がロシア、学
部生がアメリカでした。学部生は普段授業でいないため、自分以外の三人が話す
ときはロシア語で会話をしているときも多く、何を言っているのか全く分からな
い状況も多々ありました。私のメンターはマスターまでの教育をロシアで受け、
ドイツで働いたのちにアメリカで博士課程に在籍しており、ラボメンバーが国際
色という言う意味だけでなく多様な環境であることは、私の所属している日本の
ラボとの大きな違いであると感じました。 

 また、人数の少なさゆえか、ラボメンバーの距離感も非常に近かったことも印
象的でした。たまたま私の滞在する少し前に PhD の学生二人がそれぞれ結婚して
おり、その結婚式の写真をラボのメーリングリストで共有していたのには驚きま
した。また、PI の誕生日があったためにケーキや飲み物を持ち寄り、みんな
で”Happy Birthday”を歌ったことも楽しい一幕でした。 

 このような楽しい出来事もあった反面、驚かされたこともありました。博士論
文の defense のプレゼンの練習に参加させてもらったとき、50 枚近くあるスライ
ドのすべてに PI がつっこみ、アドバイスを厳しくしていて衝撃的でした。またそ



れに対し、学生側も反論するときははっきりと反論していて、信頼関係の下に議
論ができるというのはこういうことなのか、と驚嘆しました。日本人が苦手とす
る一面かとも思うため、自分も機会を見つけて鍛えたいと思えました。 
 

3. 生活 

私がこのプログラムで最も楽しみにしていたことの一つが、”海外で生活すること”

でした。今までの海外行った経験はすべて 2 週間程度であり、すべて観光客の域
を超えないものでした。しかし、今回は 1 か月半と中期の期間であり、平日はラ
ボに通い、休日に観光をしたり、スーパーマーケットで食材を買って自炊をした
りと、ホテルではありましたがなんとなくアメリカに住んだらこういう生活だろ
うな、という想像をすることができました。 

ホテルで暮らしていて困ったこともありました。一つは洗濯です。ホテルに備え
付けの洗濯機が 4 台あったのですが、そのうち 3 台が故障していました。そし
て、洗濯機を使うのに 25 セント硬貨を 7 枚投入する必要があるのですが、フロン
トに言っても「ない」と言われて両替をしてくれないことが多々ありました。両
替をしてくれるといわれたときにできる限りたくさんしてもらって、仲間内で融
通しあう必要がありましたが、とても不便でした。また、ルームクリーニングも
悩みの種でした。コロナウイルスの影響で人手不足であり、頼まないとルームク
リーニングには入らないと、はじめに説明されたのですが、実際には頼んでいな
いのに入っていたり、頼んでも入ってくれない日が何日も続いたりと、非常に困
惑しました。結局最後までどういう法則なのかわかりませんでした・・・ 

コロナウイルスに関しては、まるでアトランタでは全く関係ないのか、という状
況でした。大学内部では半分くらいの人がマスクをつけていて、ワクチンや検査
が無料で提供されているなど、意識されている状況でしたが、ひとたび街に出れ
ばマスクをつけている人はほとんどおらず、飲食店等も平常通りに見えました。
検査やワクチンといった医療面での提供と、一般市民の意識の乖離が日本と比べ
て非常に大きいなと感じました。 

アトランタで生活する中で様々な人々と関わる機会がありました。PI、メンターは
もちろんですが、参加させていただいた学部生の授業にいた学生の皆さん、ほか
の Nakatani fellow のメンターたち、また現地の日本にルーツを持つ学生たちなど、



それぞれの人たちのバックグラウンドを聞いているだけで非常に面白かったで
す。今回得られたつながりが今後の人生の糧になると確信しています。 
 

4. 最後に 

今回このプログラムに参加したことで、非常に有意義な経験が得られました。海
外で研究をしながら生活ができたことは将来を考えるうえで大きな自信になると
思います。また、現地でできたつながり、特にこれからアメリカの medical school

に進む学生と友人になれたのは確実に自身の将来を考える幅を広げてくれるもの
です。 

最後になりましたが、サポートしてくださったすべての方々に感謝申し上げま
す。コロナウイルスで状況が見通せない中、我々の渡航を可能としてくださった
中谷財団の小川さん、ジョージア工科大学の高山先生、Soojung、本当にありがと
うございました。また、PI の Denis、メンターの Siarhei も温かく受け入れてくださ
りました。ありがとうございました。今後も、この恩に報いられるよう、努力し
たいと思います。 
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